
金
滞
古
蹟
志
品
骨
骨

金
津
古
蹟
志
倉
品
川
三

城
北
卯
辰
盈
下

。
卯
辰
木
町

古
定
書
に
載
せ
た
る
元
和
二
年
十
一
月
宿
三
悌
馬
役
之
定
書
K
.
金

津
之
内
卯
辰
之
木
町
、
宮
腰
口
之
木
町
、
森
下
町
之
宋
金
屋
町
、
五

聞
に
一
間
之
可
v
震
=
御
役
-
之
事
。
と
あ
り
て
、
宮
腰
口
の
木
町
は
安
江

木
町
稔
り
。
背
は
卯
辰
の
木
町
と
安
江
の
木
町
と
の
雨
町
に
‘
材
木

の
問
屋
共
居
住
し
、
材
木
を
ぽ
此
の
雨
町
に

τ商
質
せ
し
故
に
、
爾

所
と
も
木
町
と
綿
す
る
に
よ
り
、
卯
辰
木
町
・
安
江
木
町
と
町
名
を
呼

び
わ
け
た
る
も
の
左
り
。
元
総
三
年
の
火
災
記
に
、
四
丁
一
番
町
・
四

丁
二
番
町
・
四
丁
三
番
町
。
と
見
h
、
同
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附

に
も
、
四
丁
一
番
町
・
周
二
審
町
・
同
三
番
町
、
観
音
町
。
と
並
ぺ
載
せ

た
り
。
元
総
六
年
の
士
岐
に
は
、
四
丁
木
町
二
番
丁
。
た
E
L
あ
り
て
、

卯
辰
木
町
を
ば
四
丁
木
町
と
も
ま
た
四
丁
何
番
町
と
も
呼
ぺ
り
。
四

筋
に
た
り
た
り
し
故
に
、
四
丁
木
町
と
も
呼
ぴ
た
り
し
を
、
後
に
訣

金
滞
官
股
志
品
位
叶
三

四

り
て
四
丁
何
呑
町
と
呼
び
・
た
し
た
る
も
の
・
な
る
べ
し
。
今
は
木
町
何

番
丁
と
呼
べ
り
。
奮
藩
中
は
七
ケ
所
の
内
に

τ、
牟
役
の
町
也
。

。
木
町
即
願
寺

東
波
民
宗
也
。
明
細
艇
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
を
念
西
と
一
式
ふ
。
生
園

美
濃
園
高
森
之
郷
土
、
高
森
笠
岐
守
秀
知
と
稀
す
る
底
、
出
家
と
成
、

天
正
十
年
越
中
閣
へ
移
り
‘
新
川
郡
黒
崎
村
民
居
住
す
。
同
十
七
年

加
賀
園
へ
出
で
、
金
津
市
中
潔
野
川
念
西
町
に
居
住
す
。
文
総
四
年

三
月
金
部
中
町
に
一
寺
建
立
、
印
願
寺
と
鋭
す
。
寓
治
四
年
八
月
木

町
一
丁
目
今
の
地
へ
移
縛
。
と
あ
り
。

。
木
町
団
長
寺

東
波
民
宗
也
。
明
細
艇
に
、
常
寺
開
基
遺
構
と
云
ふ
出
家
.
天
正
十

四
年
に
建
立
、
岡
長
寺
と
放
す
。
と
俄
せ
た
る
の
み
に

τ、
自
鈴
の

来
臆
詳
か
な
ら
宇
。

O
木
町
超
願
寺

東
涙
民
宗
道
場
也
。
明
細
艇
に
、
蛍
寺
開
基
慶
長
十
二
年
加
賀
園
石

川
郡
柏
野
聴
に
一
・
寺
建
立
.
超
願
寺
と
鋭
す
。
共
後
金
津
へ
出
で
、

木
町
二
番
町
今
の
地
へ
移
締
す
。
と
あ
り
0

0
念

商

町




